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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
、
皇
室
・
国
家
の 

安
泰
と
御
崇
敬
の
各
位
の
弥
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
当
社
の
社
報
「
あ
え
の
さ
と
便
り
」
を
責
任
役

員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
て
発
刊
す
る
こ
と
と

相
な
り
ま
し
た
。「
あ
え
」
と
は
、
阿
部
（
安
部
）
姓
の

原
音
で
あ
り
、
敢
國
神
社
の
地
域
の
古
く
は
阿
拝
郡
（
あ

え
の
こ
お
り
）
と
称
し
当
社
御
祭
神
で
あ
る
大
彦
命
率
い

る
一
族
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
て
「
ア
ベ
」
姓
を
名
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大
彦
命
は
、
現
在
伊
賀
に
住
む
人
た
ち
の
総
祖
人
で
も

あ
り
、
こ
の
度
伊
賀
地
域
の
発
祥
地
で
あ
る
「
あ
え
の
さ

と
便
り
」
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
昨
年
に
は
コ
ロ
ナ
鎭
静
に
至
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
完
全
に
収
束
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
近
頃
言
わ
れ
て

い
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
意
味
も
解
り
か
け
て
き
ま

し
た
。 

本
年
も
当
社
は
、
祭
祀
の
厳
修
め
、
伊
賀
の
国
の
守
り 

 

     神
、
心
の
拠
り
所
と
し
て
ご
崇
敬
の
皆
様
を
お
迎
え
す 

べ
く
、
全
力
を
つ
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
崇
敬
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
「
鎮
守
の
杜
」

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
発
刊
に
あ
た
り
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
代
会
長 

 

中
尾 

功
一 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

御
崇
敬
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お

揃
い
お
迎
え
い
た
だ
い
た
こ
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

平
素
よ
り
当
社
の
護
持
運
営
等
に
対
し
ま
し
て
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
併
せ
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
二
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
わ
れ
昨
年
十
月
十
三
日
、
三
重

県
知
事
は
第
八
派
突
入
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
し

ば
ら
く
は
コ
ロ
ナ
と
上
手
に
付
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
感
染
予
防
対

策
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

こ
れ
ま
で
府
中
地
区
を
除
く
伊
賀
の
人
で
あ
っ
て
も
敢

國
神
社
を
知
る
人
は
少
な
か
っ
た
た
め
「

伊
賀

一
宮

敢
國
神
社
」
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
三
回
ほ
ど
バ
ス
を
貸
き

り
、
敢
國
神
社
お
よ
び
県
下
最
大
の
御
墓
山
古
墳
等
を
見
学

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
全
国
的
に
敢
國
神
社
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
令

和
五
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
件
で

昨
年
五
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
昨
年
十
月
二
十
六
日
と
十
一
月
三
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
当
社
を

訪
れ
、
本
殿
等
を
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
五
年
度
は
大
型
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
に
か
ら

め
て
伊
賀
上
野
観
光
協
会
と
協
力
し
て
「
伊
賀
忍
者
」=

「
敢

國
神
社
」=

「
伊
賀
の
安
全
」
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

最
後
に
御
崇
敬
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

責
任
役
員
挨
拶 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
詣

は
、
元
日
に
神
社
仏
閣
に
詣
で
一
年
の
幸
せ
を
祈
る
た

め
、
除
夜
の
鐘
を
聞
き
終
え
て
、
す
ぐ
に
出
か
け
る
人
も

お
り
ま
す
。 

令
和
五
年
度
は
、
神
輿
庫
の
改
築
工
事
祝
詞
殿
板
葺
改

修
工
事
な
ど
の
修
復
整
備
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
役
員

一
同
心
を
引
き
締
め
事
業
の
遂
行
に
努
め
た
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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一宮敢國神社 会報第１号 令和５年 １月 １日 

あえのさと便り 

謹
賀
新
年 

年
が
改
ま
り
何
か
し
ら
清
新
な
気
分
に
な
り
め
で
た
い
空
気
が
漂
う 

各
家
庭
で
は
、
お
屠
蘇
を
飲
み
雑
煮
を
食
べ
新
年
を
祝
う
。
ま
た
近
郊
の
社
寺
に
初
詣
に
出 

か
け
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
な
ど
思
い
思
い
の
願
を
か
け
る
。 

   

 



新
嘗
祭
・
黒
党
祭
及
び
お
茶
会
神
事
」 

昨
年
十
一
月
二
十
三
日
、
新
嘗
祭
・
黒
党
祭

及
び
お
茶
会
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭

典
は
太
郎
館
宮
司
の
も
と
執
り
行
わ
れ
、
ま
た

古
式
に
の
っ
と
り
、
豊
浦
流
石
州
氏
の
お
手
前

に
よ
っ
て
献
茶
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
天
の

た
め
「
く
ろ
ん
ど
」
の
演
武
は
拝
殿
で
行
わ
れ
、

参
詣
者
は
実
戦
さ
な
が
ら
の
演
武
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

新
嘗
祭
の
「
新
」
は
新
穀
（
初
穂
）「
嘗
」

は
御
馳
走
を
意
味
し
、
天
照
大
御
神
は
じ
め
す

べ
て
の
神
様
に
新
穀
を
お
供
え
し
て
神
祭
の

恵
み
に
よ
っ
て
、
新
穀
を
得
た
こ
と
を
感
謝
す

る
お
祭
り
で
す
。 

 
 
 
 

黒
党
祭 

敢
國
神
社
に
伝
わ
る
黒
党
祭
は
、
伊
賀
服
部

一
族
の
私
的
な
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
祭
礼
に
参
加
で
き
る
の
は
服
部
一
族
に
限

ら
れ
、
全
員
が
黒
装
束
に
身
を
固
め
、
血
盟
の

杯
を
行
う
服
部
一
族
の
厳
粛
な
お
祭
り
で
し

た
。 

 

十
二
月
初
卯
の
日
に
な
る
と
、
柘
植
川
沿

い
の
花
園
川
原
に
仮
の
宮
殿
を
設
け
て
神
を
お

遷
し
し
、
仮
設
の
祭
場
で
二
夜
三
日
間
、
盛
大

な
酒
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
費
用
は
千
石

に
も
な
り
、
戦
国
時
代
初
期
に
は
多
額
で
苦
労

に
当
た
る
た
め
「
苦
労
当
祭
」
と
よ
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
天
正
伊
賀
の
乱
で
戦
っ
た
伊
賀
の 

土
豪
た
ち
は
、
敢
國
の
神
の
前
で
一
族
の
結

集
を
は
か
り
戦
意
を
高
め
る
重
要
な
祭
り
で

し
た
。 敢

國
神
社
の
文
化
財 

当
神
社
に
お
け
る
文
化
財
（
指
定
文
化
財
）

を
紹
介
し
ま
す
。 

三
十
六
歌
仙
扁
額 

県
指
定
有
形
文
化
財

（
絵
画
）
平
成
十
七
年
三
月
十
七
日
指
定 

 

・
三
十
六
歌
仙
の
歌
仙
画
三
枚
を
一
組
と

し
、
計
十
二
面
の
扁
額
に
納
め
た
も
の
。 

 
・
金
地
著
色
画
で
同
時
期
の
三
十
六
歌
仙

図
の
特
徴
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。 

 

・
和
歌
の
色
紙
は
近
衛
信
基
（
一
五
六
五

～
一
六
一
四 

公
家
・
書
画
に
優
れ
近

衛
流
を
確
立
）
の
筆
と
認
め
ら
れ
る
。 

 

 

・
製
作
時
期
が
明
確
で
三
十
六
図
欠
損
な
く 

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。 

 

参
考 

『
公
室
年
譜
略
』
慶
長
十
四
（
一
六
〇
九
）
条 

「
三
十
六
歌
仙
ノ
額
三
十
六
枚
倶
ニ
近
衛

信
基
公
筆
画
ハ
山
徳
筆
ヲ
神
献
玉
フ
」 

『
宗
国
史
（
そ
う
こ
く
し
）』
本
譜
大
通
公 

「
寛
永
十
三
年
六
月
建
伊
賀
一
宮
護
摩
堂
」

※
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
） 

『
宗
国
史
』
祀
典
録
（
き
て
ん
ろ
く
） 

「
伊
賀
一
之
宮
十
二
葉
三
十
六
歌
仙
」 

 

※
寛
永
十
三
年
六
月
に
藤
堂
高
次
（
大
通

公
）
に
よ
っ
て
護
摩
堂
が
建
て
ら
れ
、
合
わ
せ

て
三
十
六
歌
仙
が
十
二
枚
の
額
に
改
修
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
。 

獅
子
神
楽 

県
指
定
無
形
民
族
文
化
財

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
指
定 

起
源
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
伊
賀
領
主

と
な
っ
た
藤
堂
高
虎
は
、
上
野
城
の
鬼
門
鎮
守

の
守
護
神
と
し
て
、
敢
国
神
社
へ
の
崇
敬
が
厚

く
、
獅
子
神
楽
を
神
幸
式
の
列
次
に
加
え
て
以

来
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
享
保
年
間
、
藩
の
許

し
を
受
け
て
伊
賀
国
内
の
家
々
を
巡
演
し
、
領

内
安
穏
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
等
を
祝
祷
し
、

明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
以
降
中
絶
す
る

が
、
一
之
宮
地
区
の
人
々
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
獅
子
神
楽
保
存
会
が
技
法
を
守
り
、
毎
年
一

月
三
日
の
舞
初
祭
、
四
月
十
七
日
の
春
祭
り
、

十
二
月
五
日
の
例
祭
で
奉
納
さ
れ
る
。 

 

例
祭
で
は
二
頭
の
獅
子
に
よ
り
、
熙
舞
、
四 

方
神
楽
、
五
段
神
楽
、
剣
の
舞
、
鼻
高
、
小 

竹
の
舞
、
荒
舞
、
背
つ
ぎ
舞
の
演
目
）
が
奉 

納
さ
れ
る
。 

伊
賀
地
域
に
伝
わ
る
、
獅
子
神
楽
は
、
敢
国 

神
社
に
習
っ
た
と
伝
承
の
あ
る
も
の
が
多 

く
、
現
在
伊
賀
市
一
円
で
盛
ん
に
復
興
さ
れ
て

い
る
獅
子
神
楽
の
原
型
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

  

     

五
日
の
例
祭
で
奉
納
さ
れ
る
。 

例
祭
で
は
二
頭
の
獅
子
に
よ
り
、
熙
舞
、
四
方

神
楽
、
五
段
神
楽
、
剣
の
舞
、
鼻
高
、
小
竹
の
舞
、

荒
舞
、
背
つ
ぎ
舞
の
演
目
）
が
奉
納
さ
れ
る
。 

伊
賀
地
域
に
伝
わ
る
、
獅
子
神
楽
は
、
敢
國
神

社
に
習
っ
た
と
伝
承
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
現
在

伊
賀
市
一
円
で
盛
ん
に
復
興
さ
れ
て
い
る
獅
子

神
楽
の
原
型
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

石
造
灯
篭 

 

市
指
定
有
形
文
化
財 

敢
國
神
社
本
殿
の
正
面
左
右
に
四
基
石
の
灯
篭

が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
一
基
が
市
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

花
崗
岩
製
で
、
総
高232cm 

基
礎
・
竿
・
火
袋
・

笠
・
請
花
・
宝
珠
が
そ
ろ
う
面
取
り
し
た
四
角
形

の
大
の
竿
に
「
慶
長
十
五
年
一
宮
奉
寄
進
藤
堂
采

女
正
正
月
吉
祥
日
」
と
あ
り
、
後
に
藤
堂
藩
上
野

城
代
職
と
な
っ
た
藤
堂
采
女
元
則
（
当
時
二
十
八

歳
）
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 



 

 

 

 

 

 湯
釜 

 

市
指
定
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
） 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
指
定 

敢
國
神
社
に
は
三
脚
が
つ
く
鋳
物
製
の
釜

が
二
つ
保
管
さ
れ
て
い
る
。
大
き
い
方
は
慶
長

三
（
一
五
九
八
）
年
、
小
さ
い
方
に
は
慶
長
十

八
（
一
六
一
三
）
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
き
い
方
に
は
、
桃
山
期
か
ら
江
戸
初
期
に
お

い
て
伊
賀
国
の
寺
社
復
興
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
小
天
狗
清
蔵
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

小
天
狗
清
蔵 

伊
賀
国
伊
賀
郡
山
出
（
伊
賀
市
山
出
）
で
生

ま
れ
る
。
近
江
国
飯
道
寺
の
岩
本
院
で
修
験
道

を
修
し
た
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
か
ら
寛

永
九
年
（
一
六
三
二
）
ま
で
の
ほ
ぼ
四
十
年
の

間
に
伊
賀
国
は
も
と
よ
り
山
城
・
大
和
・
紀
伊

国
の
四
カ
国
二
十
社
寺
の
創
建
や
採
光
に
寄

与
し
た
事
跡
が
確
認
さ
れ
る
。 

特
に
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
敢
國
神
社
大
湯

釜
、
同
十
六
（
一
六
一
一
）
年
に
同
社
梵
鐘
を

鋳
造
し
寄
進
す
る
な
ど
寺
社
復
興
事
業
に
欠
く

事
の
出
来
な
い
大
型
金
属
什
器
の
制
作
を
進
め

て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

 

 

伊
賀
の
国
概
観 

「
伊
賀
の
国
」
は
、
北
は
高
旗
山
・
笹
ケ

丘
へ
と
連
な
る
山
、
東
は
、
布
引
山
地
、
南

は
室
生
火
山
群
、
西
は
大
和
高
原
で
四
方
を

標
高
約
２
０
０
ｍ
か
ら
７
０
０
ｍ
の
山
々
が

取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。
近
江
・
山
城
・
大
和
・

伊
勢
に
ま
わ
り
を
囲
ま
れ
て
い
る
東
西
約
３

０
ｋ
ｍ
、
南
北
約
３
５
ｋ
ｍ
の
土
地
で
あ
り

ま
す
。 

 

伊
勢
平
野
と
上
野
盆
地
の
境
を
な
す
布
引

山
系
に
源
を
持
つ
水
の
流
れ
は
、
東
か
ら
柘

植
川
及
び
服
部
川
、
南
か
ら
木
津
川
が
伊
賀

国
を
潤
し
、
北
西
部
に
お
い
て
合
流
し
、
島

が
原
か
ら
京
都
を
経
て
淀
川
と
な
っ
て
大
阪

湾
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

伊
賀
盆
地
の
北
部
に
は
、
か
つ
て
は
琵
琶

湖
の
発
祥
地
と
し
て
大
山
田
湖
が
約
四
百
万

年
前
に
形
づ
く
ら
れ
、
北
に
移
動
し
現
在
の

琵
琶
湖
が
形
成
し
は
じ
め
ま
し
た
。
古
琵
琶

湖
層
に
は
貝
、
象
、
鹿
の
化
石
や
亜
炭
層
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 
私
た
ち
の
郷
土
「
府
中
」
は
、
こ
の
柘
植

川
と
服
部
川
と
の
間
の
台
地
を
中
心
に
耕
地

を
持
つ
農
村
地
帯
と
し
て
開
け
て
き
ま
し

た
。 歴

史
的
に
は
、
伊
賀
は
東
海
道
十
五
カ
国

の
最
初
の
国
、
す
な
わ
ち
都
に
隣
接
す
る
国

で
あ
っ
た
た
め
早
く
か
ら
開
け
て
い
ま
し

た
。
県
下
最
大
の
御
墓
山
古
墳
を
は
じ
め
と 

す
る
大
小
五
百
余
の
古
墳
、
夏
見
廃
寺
、
鳳
凰
寺

な
ど
白
鳳
期
の
寺
院
址
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
古

代
条
理
制
遺
構
な
ど
が
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。 

一
方
、
東
大
寺
は
建
築
用
材
伐
採
の
た
め
杣
山

か
ら
荘
園
へ
と
発
展
さ
せ
、
伊
賀
の
大
部
分
を
領

土
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
古
来
よ
り
大
和
の
国

と
境
を
接
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
、
弥
生
式
土
器
や
住
居
跡
は
各
地
に

散
在
し
、
大
規
模
な
古
墳
が
多
く
分
布
し
て
い
ま

す
。
四
世
紀
末
の
石
山
古
墳
（
才
良
）
や
全
長
１

８
０
ｍ
を
越
え
る
三
重
県
内
最
大
級
の
前
方
後
円

墳
で
あ
る
御
墓
山
古
墳
（
佐
那
具
町
・
五
世
紀
前

半
）
、
キ
ラ
土
古
墳
（
佐
那
具
町
・
円
徳
院
）
、

勘
定
塚
古
墳
（
外
山
）
な
ど
数
多
く
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。 

銅
鐸
出
土
地
の
千
歳
地
区
に
は
、
鏡
や
多
数
の

玉
類
が
出
土
し
た
旦
那
山
古
墳
、
六
鈴
鏡
を
出
土

し
た
浅
間
山
古
墳
な
ど
服
部
川
以
北
に
古
墳
後
期

の
小
円
墳
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
外
山
地
区
か
ら
野
間
に
か
け
て
後
期
小

円
墳
が
八
十
余
り
分
布
し
、山
神
地
区
の
寄
建（
よ

っ
た
て
）
神
社
古
墳
か
ら
仿
製
三
角
縁
神
二
獣
鏡

が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

壬
申
の
乱
の
と
き
に
は
、
大
海
人
皇
子
は
吉
野

か
ら
軍
を
ひ
き
い
て
、
隠
（
な
ば
り
・
名
張
）
か

ら
伊
賀
郡
家
（
ぐ
ん
け
・
上
野
市
神
戸
）
を
と
お

り
、
積
殖
（
つ
み
え
・
柘
植
）
か
ら
伊
勢
に
抜
け 

て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に
新
居
駅
（
に
い
の
み
の

う
ま
や
）
が
設
け
ら
れ
、
交
通
上
も
伊
賀
は
重
要

な
地
点
で
し
た
。 

   



伊
賀
国
は
、
孝
霊
天
皇
元
年
に
定
め
ら
れ
た
も

の
で
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
に
よ
っ
て

伊
勢
の
国
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

天
武
天
皇
九
（
六
八
〇
）
年
、
再
び
伊
勢
の
国

の
一
部
を
割
い
て
伊
賀
国
四
郡
（
阿
拝
・
山
田
・

伊
賀
・
名
張
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

延
喜
式
で
の
格
は
下
国
。
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
て
い
る
た
め
「
隠
し
国
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。 

伊
賀
国
と
称
す
る
の
は
「
伊
賀
津
媛｣
が
所
領

し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
郡
名
を
四
郡
に
分
け

て
後
は
国
名
と
し
ま
し
た
。 

和
銅
四
（
七
一
一
）
年
に
山
城
国
岡
田
駅
が

設
置
さ
れ
、
加
茂
～
笠
置
～
大
川
原
～
島
川
原

～
西
山
を
経
て
新
居
郷
の
新
居
駅
に
入
り
三
田

か
ら
柘
植
に
入
る
道
が
開
け
た
。 

『
倭
名
類
聚
抄
』（
承
平
年
間 

九
三
一
～
九

三
八
）
に
は
、
阿
拝
郡
に
は
柘
植
郷
、
川
合
郷
、

印
代
郷
、
服
部
郷
、
三
田
郷
、
新
居
郷
の
六
郷

が
、
伊
賀
郷
に
は
阿
保
郷
、
阿
我
郷
、
神
戸
郷
、

猪
田
郷
、
大
内
郷
、
長
田
郷
の
六
郷
が
、
山
田

郡
に
は
木
代
郷
、
川
原
郷
、
竹
原
郷
の
三
郷
、

そ
し
て
名
張
郷
に
は
周
知
郷
、
名
張
郷
、
夏
見

郷
の
三
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

延
喜
式
内
社
は
、
阿
拝
郡
で
は
、
大
社
は
敢

國
神
社
（
一
之
宮
）
小
社
の
小
宮
神
社
（
服
部

町
）・
波
多
岐
神
社
（
土
橋
）・
須
知
荒
木
神
社

（
荒
木
）
等
が
あ
り
、
敢
國
神
社
は
一
の
宮
、

小
宮
神
社
は
二
の
宮
、
波
多
岐
神
社
は
三
の
宮

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

ど
う
す
る
家
康
紀
行
（
仮
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
予
定
・
服
部
半
蔵 

番
組
概
要 

当
番
組
は
令
和
五
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
ど
う
す
る
家
康
」
の
関
連
番
組
と
し
て
制
作

し
て
い
ま
す
。 

 

主
人
公
の
徳
川
家
康
を
は
じ
め
、
物
語
に
登

場
す
る
人
物
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
や
物
品
、

又
は
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
地
を
情
緒
豊
か
に

紹
介
す
る
番
組
で
す
。（
時
間
９
０
秒
） 

 

 
 
 

放
送
予
定
日
時 

※
大
河
ド
ラ
マ
本
放
送
は 

日
曜
日
の
夜
８
時 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
：
日
曜 

夜
８
時
４
分
３
０ 

秒
ご
ろ
～ 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
：
日
曜
夜
６
時 

 

４
３
分
３
０
秒
ご
ろ
～ 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
：
日
曜
６
時
４
３
分
３
０

秒
ご
ろ
～ 

・（
再
放
送
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
：
翌
週
土
曜
昼 

 

１
時
４
８
分
３
０
秒
ご
ろ
～ 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
：
翌
週 

 

土
曜
昼
１
時
４
８
分
３
０
秒
ご
ろ
～ 

※ 

ド
ラ
マ
の
内
容
に
よ
る
放
送
日
の
変
更
が

あ
り
ま
す 

                     

 

令
和
五
年 

主
な
祭
典
行
事 

一
月 

一
日 
 

歳
旦
祭 

一
月 

二
日 

 

初
日
供
祭 

一
月 

三
日 

 

獅
子
神
楽
舞
初
祭 

一
月
一
一
日 

 

崇
敬
者
初
祈
願
祭 

二
月 

三
日 

 

節
分
祈
願
祭 

二
月
一
一
日 

 

紀
元
祭 

二
月
一
七
日 

 

祈
年
祭 

三
月 

八
日 

 

植
樹
奉
告
祭 

四
月
一
七
日 

 

春
季
大
祭 

四
月
一
七
日 

 

獅
子
神
楽
舞
上
祭 

五
月 

三
日 

 

御
田
植
祭 

六
月
二
五
日 

 

む
す
び
社
例
祭 

六
月
三
〇
日 

 

大
祓
式 

八
月 

一
日 

 

茅
の
輪
神
事 

九
月
二
一
日 

 

神
社
関
係
功
労
物
故
者 

慰
霊
祭 

十
月 

七
日 

 

講
社
大
祭 

十
一
月
二
三
日 

 

新
嘗
祭 

黒
党
祭
（
く
ろ
ん
と
ま
つ
り
） 

十
二
月 

一
日 

 

浅
間
社
例
祭 

十
二
月 

四
日 

 

神
幸
式 

十
二
月 

五
日 

 

お
ん
ま
つ
り
（
例
祭
） 

十
二
月
二
三
日 

 

天
長
祭 

十
二
月
三
一
日 

 

除
夜
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
祓
式 

 

毎
月 

一
日 

 
月
次
祭 

毎
月 

望
日 

 

弁
天
社
満
月
祭 

  

  
 

           

 

拝
殿
か
ら
鳥
居
を
望
む 

 
 
 
 
 

編
集
後
記 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
寒
さ
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
っ
て

き
て
、
外
の
冷
気
が
家
の
中
ま
で
迫
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

敢
國
神
社
会
報
第
一
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
末
で
す
が
、
情
報

発
信
す
る
こ
と
を
目
標
に
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

                      



 

 

 


